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』議

図
保
税
改
正
保
例
と

両接持町堅j!

同

予

算

推
薦
農
業
委
員
に

第
一
一
一
回
誌
持

謹
町
会
は
、
六

日
午
前
十
時
か

ら
岳
民
館
講
堂

で
閑
儲
。

て

国
畏
健
康

保
険
碕
条
例
一
部
改
正
条
例

二
、
間
保
特
別
会
計
(
耳
嘆
勘

定
)
追
加
更
正
予
算
(
官
二

回
)

三
.
同
保
特
別
会
計
(
病
院
)

追
加
吏
正
予
算
(
第
二
回
)

回、

農
業
委
員
推
薦
に
つ
い
て

の
四
件
を
審
議
し
ま
し
た
・

閑
保
負
例
の

一
部
改
正
は
、

保
険
税
率
を
所
得
割
百
分
の
こ

四
(
前
年
宜
百
戸
分
白
二
、
一

)
資
距
割
一ヨ
分
の
十
三
(
間
百

分
の
十
-
)
被
保
険
者
均
宰
割

を
一
人
当
た
り
三
百
三
十
月
(

二
百
五
十
同
)
世
帯
均
等
割
八

百
五
十
円
(
六
百
五
十
円
)
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
増
税
約
二
百
二
十
万
円

を
見
込
ん
だ
.
反
面
こ
れ
に
伴

う
事
業
と
し
て
、

つ

短
期
人
間
ド
ッ
ク
田
無
料

伊
藤
、

宝
、
施
(
予
算
一
人
当
た
り

一

万
円
の
二
十
人
分
二
十
万
円

二、

聾
庭
常
備
薬
の
配
付

(
予
算
四
十
万
六
平
同
)

白
計
閣
を
も
っ
た
が
、
こ
の
保

品
開
設
増
税
を
め
ぐ
っ
て
種
々
鎗

掻
さ
九
た。

人
間
ド
ン
ク
三
宮
胡
ご

lr人

二
て
宅
L
Z
4

日

J
-

M
4
ヘ
川
、
与
川和

-V
V
交
わ
戸
川

療
に
当
た
る
う
と
い
ろ
閏
い
事

業
で
は
初
め
て
の
笛
み
で
あ
る

が、

議
会
と
し
て
は
、

「
事
業
。
趣
旨
ζ

は
賛
同
す
る

が
‘
地
税
ま
で
し
て
行
う

ι要

が
あ
る
か
、
売
台
一
昔
二
十
人
に

限
定
オ
る
と
な
る
と
中
南
京
庭

以
上
の
人
が
芯
当
し
、
川寸
事
に

追
わ
れ
て
忙
し
い
陪
庖
の
人
立

ち
は
同
伴
殴
税
は
と
ら
れ
る
同
恩

恵
に
浴
き
な
い
場
合
が
で
て
く

る。

実
施
す
る
な
ら
有
料
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
』
主
た
『
昨

年
は
水
害
、
こ
と
し
は
ま
た
冷

軒
予
想
な
ど
で
旧
民
家
の
経
済
が

苦
し
い
時
期
に
財
源
を
増
税
に

求
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
』

案

否

決

田
中
千

梅
村
氏

と
い
う
芳
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
礼
に
対
L
、
町
で
は

『増
税
と
解
さ
れ
て
は
因
る
巴

で
あ
っ
て
、
昨
年
度
は
掠
税
し

て
お
り
、

E
4を
一
昨
年
と
詞

じ
よ
う
に
平
年
礎
化
し
よ
う
と

い
弓
も
白
で
.
也
君
は
辺
地
な

L

・に
ぎ

7
に
了
、
人
に
家

一

-
1

1

ヰ
も
非

匂

』

{
h
-
t
に
人
間

ド

y
ク
は

w
f
u
u
山
管
理
の

函
か
ら
も
ぶ
ま
で
、
施
設
の
腿

係
で
二
十
人
に
限
定
し
た
が
、

ゆ
く
ゆ
〈
は
斡
保
険
者
的
千
五

百
六
十
首
常
心
'
A

円
三
に
施
し

て
ゆ
J

J
入
二
、
、
日
ι
，
耳
東
と

し
て
片
山
4
r
一
主
/
九
品う
」

と
答
ヰ
し
た
が
、
日
間
毘
対
多

数
で
毘
J
H
鞄
条
糾

一
部
政
正
震

と
国
保
事
実
働
定
追
加
更
正
予

算
案
に
Z
引決
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
あ
と
関
徒
会
計
官
制
使
勘エ定

(
約
陀
)
追
い
日
正
引
算
を
可

決
、
町
刊
明
会
「
九
九
円
刊
誌
蚕
員

に
、
伊
藤
続
義
、
回
申
ヰ
代
吉

穂
村
判官次
郎
の
三
氏
を
選
任
問

-

J
 

会
し
ま
し
士
。
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一

十

年

後

の

農

業

経

営

の

る
革
新
喜
の
導
入
品
侯
つ

一

E

て
経
営
規
崎
一心
拡
大
と
告
理
的
一

一

夢

の

実

現

を

期

す

な

経

営

量

埼

条

件

喜

喜

一

=

}

Jll
ih
--

li
li
-
-
l
I
ll

i-
-

AA
等
襲
業
委
員
会
は
宜
ー-一八
な
責

=

=
一
』
甜
閣
誕
崎
明
暗
謂
百
戸
珂
同
調
司困

z

z

際
録
館

協

編

叡

担

訴

密

接

を

負

荷

さ

れ

た

腹

業

生

産

者

=

一

建

記

議

室

今
金
町
鐘

集

委

?

白

品

噛

一ζの
謹
塁
政
雪
一機
露
関
、
と
と
い
よ
』
1

=

↑一一?

一

譲

P
5恥よ吟巌r識
閥
壁
転

会

長

伊

藤

網

義

す

。

然

Pし
vξて
そ
司
議
機
捷
を
主
占充元分

一

=

‘LL噛
剥

附
、
一
民
M奪

叫

，

I

量刑
鈍
す
る
そ
め
本
町
農
業
の
方

=

一

m
r
f
-N出
議

襲

向

と

じ

っ

44iみ
誤
り

一

二

な
い
未
来
塊
定
着
し
各
局
団

z

-

酒
・暗
ま
し
て
終
戦
直
後
の
躍

で
あ
り
ま
す
・
磁
っ
て
政
府
も
悼
の
意
志
の
交
演
ゼ
図
り
安
定

一

一

和
二
十
二
年
に
は
、
第
=
次
麗
新
〈
菌
り
角
に
来
た
豊
政
か
ら
的
尼
崎
造
立
害
事
実
が
准
進
で

=

一
地
『
明
草
が
実
施
さ
れ
喜
作
農
家
-
八
O
度
転
換
し
た
程
一百
へ
と
き
る
よ
う
穿
力
す
る
之
共
に
社

=

一

白
創
設
と
な
り
、
新
〈
護
家
も
挫
れ
定
せ
乍
ら
従
来
由
自
活
座

会

情
勢
の
推
移
に
伴
い

a地
謂

=

一

生
産
軍
慾
記
嶺
え
て
量
も
そ
由

業
か
ら
交
車
置
荷
町
上
に

た

っ

豊

の
適
切
な
る
処
理
等
以
っ
て

一

子

韮
丞
と
な
る
土
地
改
良
事
業
巴

て
今
後
白
昼
菜
を
企
業
的
経
宮

町

長

各

位
自
負
皐
に
応
え
る
畳
一

一
耳
意
す
る
ょ
う
巴
な
り
、
本

町

に

移
行
さ
せ
る

t
暗
号
A
基
広
毎
で
御
盤
い
ま
す
ョ
何
卒
魯
込
一

一

主
て
も
農
家
の
置
慾
に
呼
応

苧
乞
制
定
し
・

霊
担
造
改
善

2

一刀
の
程
お
踊
い
致
し
ま
す
@

一

一

し
て
エ
坦
改
良
謀
白
投
混
と
指
事
選
を
靖
子
力
に
掻
進
し
由
造
業
倒
今
金
町
箆
菜
十
年
後

一

一

侯
っ
て
碍
劫
事
業
も
五
日噂

余

り

と
D
格
差
ーを
少
く
し

よ
う
と
考

の
さ
講
師陣

(
夢
)

人

一

計
画
的
に
鑓
過
致
し
ま
し
て

十

へ

ら
れ
て
来
た
と
思
帝
さ
れ
ま

マ

農
産
控
入

水
穏
二
千
町
民

ザ

一
年
を
経
過
し
た
今
日
、
米
作
巴
寸

り
で
、
こ
の抽
開
会
に

こ

そ

純

当

四

万

円

八

億

円

一

一
於
て
五
万
俵
白
出
荷
を
見
る
に
農
村
と
し
て
白
今

量五
町
尼
崎
肝
一て

畑

手

町

民
主
三
万
円
三
億
円

一

一
至
り
.
乳
牛
に
於
て
三
干
有
意

は
十
年
挫
の
夢
の
実
現
の
た

め

〔

ア

ス
パ
ラ
、
馬
令
者
、
ピ

一

一
頭
由
飼
育
を
み
、
そ
自
他
特
殊

に
も
本
町
鹿
足
の
総
合
的
計
菌

!

・

h
a

)

一

=
作
物
と
し
て
白
ア
ス
斤
ラ
ガ
ス
に
重
点
を
お
き
農
業
の
方
向
を

守
畜
産
投
入

飼
料
作
物
、
牧

一

一

白
導
入
等
量
家
経
済
も
著
し

く

成

長
発
展
に
役
立
つ
よ

う

正

し

草

砲

四

千
町日

民
投
地
二
千

一

=

伸
長
を
克
つ
つ
あ
る
己
と
は

淘

い

見
透
し
ζ

湿
地
返
童
心
原
郎

町、

乳
牛
五
平
頭
、
属
、
モ

一

ヰ

Ea河
漫
に
準
え
ま

せ

ん

。

に

基
き
立
地
条
拝
を
充
分
段
討

の

地

六

億
円

一

戸
然
し
乍
ら
日
一
本
産
済
の
飛
彊
約
し
て
適
切
な
草
案
計
画
を
樹
立

守
梓
這
般
入

一
万
五
エ

町

一

=

な
進
展
に
悼
い
経
済
白
伸
長
率
し
高
史
白
土
地
利
m
m
y図
り
温

三

位

同

ヰ

ヰ

は
皇
家
由
一
三
五
郊
に
対
し
て
家
生
活
水
準
や
ひ
い
て
は
品
宣

告
計

二
+
億
円

一

=

担
造
業
の
四
九
六
指
と
い
う

蓋

町

財

政
経
滑
力
を
倍
増
叫寸

る

た

農

.
畜
、
林
三
時
一
体
白
総
合

=

=

だ
し
い
格
呈
を
生
じ
て
来
た
眠
時
農
業
白
織
滅
力
を
中
心
と
す

計
画
と
推
進
。

=

自
衛
隊
診
療
隊

に
感
謝
状
贈
る

段
上
自
衛
隊
第
十
一

周
回
街

生
政
で
は

τ月
二
十
一
三
日
か
ら

一
週
間
に
わ
た
り
北
部
培
山
地

方
の

へ
き
抱
寝
室
認
第
四
珍
裂

を
い
た
し
ま
し
た
e

平去っ
診
援

に
恵

ι

ま
れ
な
い
こ
の
よ
弓
た
辺

地
に
隊
国
百
七
十
人
が
あ
ら
ゆ

る
医
療
機
認
を
集
め
て
診明附
さ

れ
た
己
と
は
部
落
民
は
も
と
よ

り
町
と
し
て
も
心
か
ら
感
謝
足

場
え

t
パ
モ
官
で
、

き
明
官
接

自
に
は
町
長
が
陵
山
支
序
管
内

町
吋
令
長
と
し
て
隊
員
白
星

m

閣
向
調
苦
労
巴
対
L
感
謝
状
を

拍
つ

ず
心
か
ム
そ
の
労
身
謝
し

ま
・し
士
。

去
号
宅
で
に

一-ぞ
い
わ
児
者
A
H
H

計

一-
一O
O
八
人

世
明
暗
U3

-
五
一
六
人

甲山
町交
議
事
件
川
防
止
に
※

※
つ
い
て
の
お
願
い
※

a
z
E
に
於
け
る
空
直
網
の
発

高
山
正
常
勤
車
の
剥
増
と
共
に
町

民一
日
持
活
マ
化
由
化
措
を
い
ち

-吋
h
d
y
A

虫
卵
、
求
賞
、，
血
液
型
、
そ
後
一山み古都

他
球
倹
売
散

一

九

一

七

件

‘

投

竃

欽

二

二

ハ

二

件

処

腎

一

致

六

七
三
人

白
書
き
に
遺
し
て
再
り
ま
す
a

以
土
は
桧
山
支
芹
管
内
司
会
狩

で
す
。

p、堂、 z・h

. 

(写真s立公足並前での感謝状増墨式)

‘，話

a

-

ι

-

じ
る
し
〈
向
上
さ
せ
、
生
活
見

和

う
る
お
い
を
も
た
ら
し

τい
る

v
)

曽
は
事
実
で
あ
り
主
す
が
、
反

J
h一

面
、
交
直
事
故
も
年
々
増
え
も

以

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
J

ー
十

~m跡

滴
崎
容世
帯
署
管
内
に
で
も
歎

諸

噌
を
示
し
て
い
ぎ
す
の
で
無
圃
F
E'Nι

故
を
期
し
た
い
と
存
じ
吉

f
o
--ぷ

で
左
記
巴
つ

い
て
特
に
園
ぐ
や

・

が

っ
て
議
き
た
い
と
哩
い
す
.

一

一
、
ス

ピ
ー
ド
白
血
し
過
ぎ
は

し

絶
対
止
め
る
。

年

二
、
車
領
自
費
叉
は
お
互
い
に

時

争
ず
り
あ
い
徐
行
書
転
を
し

て
安
全
を
壌
市
る

.

e
4

t
一、
軍
軽
前
巴
よ
〈
長
倹
L
τ

h

故
母
車
は
絶
対
運
転
し
な
い

に
い
一

回
、
人
は
右
.
車
町
左
.
を
盟

、d
以

〈
守
る
.

-r

五
定
員
外
乗
車
は
絶
対
止
世
る

ふ

六‘

飲
酒
遺
伝
は
絶
対
止
め
る

以

七
、
前
方
遺
伝
由
場
行
者
及
び

障
害
物
に
対
し
て
は
ハ

ン
ド

ル
で
か
わ
す
と
云
う
気
持
で

な
や
・
必
子
車
を
捧
車

L
t
e.

か
れの
ず
と
い
弓
慎
重
運
転
聖
一、』

励
行
す
る
。

み主
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町
懸
案
事
項
の
促
進

状
況
の
お
知
ら
せ

ね

町
で
は
重
要
高
翼
事
項
。
陳

情
む
た
め
七
月
十
六
日
か
ら
二

十
四
自
ま
で
、
町
長
、
蜜
長
、

松
浦
、
血
議
、
軍
元
議
員
、
場

浅
土
地
改
旦
課
長
が
上
一京一
.
北

海
江
副
開
発
芹
、
短
時
、
遠
投
.

大
峰
.
厚
生
各
省
.
訪
旗
開
庁
.

林
野
斤
、
E
五
放
送
話
量
、

一-一

区
選
出
代
掻
士
官
陳
情
し
ま
し

た
。
そ
由
結
果
呂
奈
聾
吉
次
白

よ
う
に
報
告
し
ま
す
.

パ

i
qta
d
省
1
1

北
桧
山
か
ん
ば
い
事
績
白

促
還
に
つ
い
て

北
陸
山
富
宮
か
ゐ
ぽ
い
事
業

計
薗
白

-
現
で
あ
る
左
岸
事
業

に
つ
臥
て
は
、
直
信
か
ん
ぽ
い

と
し

τ主
計
予
揮
を
三
十
九
年

度
大
意
要
求
す
る
よ
う
量
峠
省

と
し
て
は
援
に
方
卦
を
決
定
し

て
い
る
。
な
担
、
右
岸
町
計
画

事
業
に
つ
い
て
は
土
屈
条
件
か

ら
技
術
上
穏
当
笥
題
点
も
あ
り

調
査
検
討
を
必
要
と
す
る
お
で

現
設
詣
で
は
荷
れ
と
も
決
定
を

み
て
い
な
い
が
.
三
十
九
年
度

に
は
調
査
終
了
由
予
定
で
あ
る

か
ら
、
そ
白
結
果
を
得
て
態
度

目
決
定
を
し
た
い
.

北
海
道
開
設
序

て

か
ん
ば
い
計
蜜
に
つ
い

て
の
画
苔
要
旨

北
桧
山
か
ん
排
事
実
に
つ
い
て

まかしB報
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， 

は
、
星
拐
に
わ
た
る
憲
案
事
項

で
あ
り
、
開
発
庁
と
し
て
は
、

一二十
九
辛
度
寛
計
予
算
付
に
最

大
白
努
力
を
す
る
が
、
関
係
諸

宮
庁
に
も
持
と
内
容
説
明
夜
情

さ
れ
た
い
.
な
お
‘

路
発
庁
と

し
て
大
超
省
へ

白
新
#茸仲
度
予
算

白包?
十戸月4

上
匂
但
克
込
み
で
あ
る
@

貰
に
+玄本&牟?冒事'
業
閉
採
世
否
茸
歪
由
費
佳

者
で
畠
る
新
任
白
大
蔵
省
宮
崎

主
針
宮
が
七
月
二
十
一一日
よ
り

一
週
間
の
予
定
で
北
海
辺
各
地

を
視
察
出
張
さ

孔
る
む
で
、
司
て

白
機
舎
を
得
て
練
情
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

ニ
.
都
市
計
画
事
業
に

つ
い
て

今
金
町
の
都
市
計
画
事
業
白

三
十
八
年
度
実
施
予
算
に
家
屋

移
転
費
を
合
み

二
十
五
百
万
円

で
あ
る
。
な
お
、
三
十
九
年
度

予
算
要
求
足
つ
い
で
も
事
業
賀

町
関
係
上
国
畦
佳
は
あ
る
ぷ
、

で
き
る
だ
け
持
力
し
た
い
。
そ

り
他
チ
プ
タ
ウ
シ
ー
ナ
イ
川
居
時
点

目
皐
期
架
設
に
つ
い
て
z
も
握
力

努
力
し
た
い
白
で
.
札
崩
世
田
開

発
局
と
も
よ
く
遮
絡
を
と
り
事

業
促
遊
に
手
嘩
の
な
い
よ
う
留

意
さ
れ
た
い
。

マ

建

設

省

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て ， 

今
世
町
白
三
十
九
年
度
都
市
計

画
事
業
賛
同
担
当
巨
額
〔
三

千
二
百

E
円
四
見
込
み
)
と
な

る
白
で
、
国
家
予
算
四
関
係
上

他
地
区

ω凋
a
b
あ
る
由
で
'

三
十
九
年
度
完
成
に
は
極
め
て

週
曜
が
伴
う
が
.
可
能
な
範
姐

で
努
力
す
る
。

マ

建

設

省

林

野

序

て

利

別
川
上
流
妨
災
対
策

に
つ
い
て
由
回
答
要
旨

利
別
川
上
流
対
策
医
、

怨
設
省

と
し
て
も
被
災
状
況
畳
一
知
し
て

お
り
治
IR
計
画
線
の
延
長
も
既

巴
決
定
実
描
袋
詰
巴
入
っ
て
お

り
.
更
に
上
託
部
河
川
工
事
に

つ
い
て
は
周
辺
受
臨
緋
地
の
関

係
も
あ
る
白
で
.
別
途
対
策
を

検
討
し
た
い
。
な
担
、
神
野
庁

に
於
て
も
村
別
川
上
抗
原
始
河

川
の
氾
蕊
被
主
に
つ

い
て
は
充

分
Z

車
知一
し
て
謂
り
.
関
係
地
域

自
治
山
計
画
に

つ
い
て
は
極
々

検
討
を
加
え
て
お
り
、
今
後
で

き
る
限
り
期
待
に
そ
う
よ
う
努

力
し
た
い
の
で
地
元
宮
林
局
と

よ
く
連
絡
を
と
っ
て
も
ら
い
た

い
。
吏
巴
懸
案
白
函
詣
宮
山
時
局

に
治
山
川
崎
町
投
軍
問
題
に
つ
い

て
は
、
三
十
八
年
度
は
大
蔵
要

求
の
段
階
で
予
算
要
求
技
術
に

問
題
占
、
あ
り
、
お
し
く
も
脱
落

し
た
が
、
三
十
九
年
度
は
面
白

に
か
け
て
も
実
現
し
た
い
。

二、

積
川
林
道
に
つ
い
て

種
川
林
道
高
屋
沢
橋
の
架
控

え
に
つ
い
て
は
営
陣
局
に
お
い

て
完
箆
の
よ
う
に
検
討
し
た
い

マ

妨

衛

序

自
粛
隊
誘
致
に
つ
い
て

ー，

』

防
荷
庁
の
定
員
は
十
七
万
・
千
る
e

こ
の
点
に
つ
い
て
は
.
北

人
で
あ
る
が
、
現
在
-

一

万

人

の

芯
ーガ一
蔚
総
慌
並
に
却
団
員
と
よ

欠
員
を
生
じ
て
お
り
、

箆
設
部

〈
連
絡
を
と
っ

τ護
処
さ
れ
た

稼
の
務
局
拡
屯
品
目
下
司
と

こ

い

。
な
お
、
防
両
庁
と
し
て
は

る
事
完
ヒ
氾
震
で
あ
る
が
、
今

品
先
部
隊
首
脳
の
意
見
を
重
視

桂
欠
員
を
充
足
し
法
律
に
よ

る

し

、
総
て
を
処
理
目し
て
い
る。

定
員
増

(
十
λ
万

人

〉

が

認

め

マ

自
本

放

送

協

会

ら
れ
た
場
合
に
期
胃
に
そ
う
こ

テ

レ

ビ

ジ

ョ
ン
中
鍵
局

と
も
可
能
と
考
え
る
"
し

か

し

に

つ

い

て

坊
衛
庁
と
し
て
は
現
斎
設
涯
と

N
H
K
-
し
て

T
-
V
中
設
局

ん
の
施
金
出
隊
(
六
十
人
)
を
司
た
躍
起
筆
は

一
地
区
三
平
世

近
日
同
地
区
戸
凋
闘
を
予
宅
)
に

問所
以

t
を
目
円
相
と
し
て
針
薗
し

移
駐

rべ
〈
目
下
計
画
中
で
あ

て

い
る
が
、
現
在
全
包
的
巴
こ

i

l

i

-

-

引
門
叶
叫
中
央
各
省
庁
に
療
情

同
刊
い
M

し
た
以
上
の
重
要
懸

案
事
項
を
情
勢
升
折
し
て
み
る

と
、
阪
ね
次
の
よ
う
に
判
断
さ

れ
る
。

マ
北
詰
山
国
営
か
ん
誹
に

つ
い
て

北
陸
山
か
ん
排
事
業
の
促
進
に

つ
い
て
は
開
発
庁
独
陣
省
と
も

獄
次
に
亘
弔
知
情
華
清
に
よ
り

そ
の
妥
当
性
経
摂
性
、
必
哩
世

に
つ
い
て
充
升
認
識
を
も
っ

て

お
り
、
左
岸
事
量
巨
つ
い
て
は

三
十
九
年
度
会
計
予
算
を
大
蔵

要
求
す
る
こ
と
は
既
に
意
見
の

一
致
を
み
て
お
り
.
且
つ
文
太一

議
省
主
計
官
に
も
地
域
の
状
況

説
明
協
力
方
要
譜
も
行
っ
て
い

る
自
で
.
新
年
度
採
択
に

つ
い

て
は
楽
観
は
詐
さ
れ
な
い
が
見

透
し
と
し
て
は判
明
る
く
式
、ぎ
く

純
造
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
し
か
し
乍
こ
こ
で
段
も

注
ま
ーを
喜
ず
る
去
は
、
全
託
子

宮
を
単
年
度
と
す
る
か
或
は
桔

続
予
算
と
な
る
か
が
重
姿
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
う
。

こ
白占、
地

元
と
し
て
最
大
自
提
心
を
も
っ

て
罫
力
す
べ
斉
一で
あ
る
.

二
、
利
別
川
上
流
治
革
対
策

そ
の
他
に
つ
い
て

@

利

別

川

L
流
原
浩
司門
川

の
設
足
状
況
は
一開
発
建
設
‘
林

野
各
省
庁
と
も
元
骨
認
議
し
て

い
る
が
日
て
の
と
と
ろ
散
在
的

小
続
出
世
ポ
某

(悼
野
庁
}
巴
終

始
し
て
お
り
.
回
世
本
的
対
策
と

し
て
の
企
画
が
未
だ
な
さ
れ

τ

い
な
い
。

己
の
』白
地
元
と
し
て

充
分
認
議
し
世
誌
の
暁
起
に
努

め
る
べ
-J
で
あ
る。

そ
の
他
民
実
事
項
で
あ
る
函
館

営
峠
同切
に
治
山
誕
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
林
野
庁
も
真
剣
な
態

度
で
謹
ん
で
お
り
、
新
年
度
実

躍
は
可
詫
で
あ
-つ
う
。

@

都

市

計
図
師
事
業
に
つ
い

て
は
新
革
度
事
莱
貨
予
算
の
関

係
上
ニ
十
九
年
度
を
も
っ
て
完

成
は
極
め
て
掴
鷺
な
情
努
毘
あ

り
、
今
協
同
予
算
拠
得
匡
一
層
の

寄
力
主
必
要
と
す
る
@

れ
に
政
当
す
る
未
投
置
地
域
は

二
三
九
γ
所
で
あ
る
が
.
こ
れ

ら
り
地
域
に
つ
い
て
は
今
後
回

ヶ
年
を
も
っ
て
実
指
す
石
よ
苦

毘
下
計
置
中
で
あ
る
。
な
担、

。

三
十
八
年
度
は
以
上
自
う
ち
三

噌

十
五
ケ
所
由
新
設
が
承
認
さ
れ

明

て
お
り
.
判
明
年
度
は
五
十
ケ
所

‘

J

白
予
定
.
北
桧
山
地
区
に
つ
い

」.

J

て
も
で
き
る
だ
け
早
い
議
会
に

ぷ

設
置
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
)

一

狩
場
政
送
局
名
改
正
も
そ
白
節

、
品

総
合
的
に
倹
討
す
る
・

一町一三

'r山

1
i
p-
-
1
11
1
iH
t
-mk
一

三
、
テ
レ
ピ
中
継
局
と

子

4FrF

自
衛
隊
誘
致
に
つ
い

τ
九
品
目
占

@
テ
レ
ビ
由
縫
局
に
つ
い
て

・
叫
千
台
寸
〔

テ

ν
ビ
ジ
ョ
ン
中
継
局
に
つ

ずι叩

い
て
は

N
H
K
と
し
て
も
受
信

てヘ
4

低
草
地
域
の
全
一
回
騨
消
を
企
溺

'

F

-

L
、
具
体
的
計
画
出
造
め
ら
れ

ふ

て
い
る
の
で
早
期
実
現
は
盟
撞

悼

と
し
て
も
遅
い
将
来
必
ず
実
績

，円

出
期
待
さ
れ
る
情
勢
に
あ
る
・J
p

d

@
自
碕
砥
禁
致
に
つ
い
て

n
F
5
ぷ

現
在
の
自
晴
謙
也
定
員
を
も
一

ら

っ
て
新
境
施
設
部
設
を
縄
成
雄

、
4
h
1
4

方
駐
と
ん
す
る
こ
と
は
趣
旨
と

七
二

し
て
は
適
当
で
あ
る
が
内
外
情

‘
北
一
色

持
は
極
め
て
噌
縫
で
あ
る
.
伊

〉

イ

只
目
下
防
荷
庁
と
し
て
内

産

会

キ

存
8
-
ケ
器
離
を
革
南
埠
域
拡
?雨前
2

一

移
駐
計
画
を
明
ら
か
に
z
u
t

奇
縦
一

り
、
監
と
ん
位
置
に
つ
い
て
一法
九
ぷ
}

一
応
蔚
結
市
を
予
定
し
て
い
克明
示抑止

N3

器
開
で

S-Zで
、
ζ

む
』
芝
ペ
ー
必

つ
い
て
北
部
方
面
総
監
部
と
早

ョ

言

語

一豊

後

そ
れ
ぞ
れ
目
処
置

笠

置
が
必
要
で
あ
る
う

J

Jha
ぷ

h

h

治
三
点
叩:
 

.、

ζ
込

L
一戸九二怖
f
r
榊
品

川

、

Eh
叱一
mEuvutv明一

m
一

4
5
t
i
w
k
r
?二己
z
p
s

ト
l
eiab白

a
h

!
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今
年
度
の
第
二
回
部
落
、
町

内
会
長
会
霞
は
八
月
十
日
午
前

十
時
か
ら
公
吏
館
で
開
催
、
会

長
五
十
五
人
が
出
席
し
、
町
か

ら
白
伝
達
事
項
ぞ
各
部
落
、
町

内
全
の
要
望
事
項
な
ど
を
章
き

ま
し
た
。
そ
の
革
路
を
次
由
よ

う
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
か
ら
の
設
四日
事
項

て

町
墨
田

一
m
H
町
政
報
告

二
、
基
窓
諜
挙
人
名
簿
の
国

製
に
つ
い
て

九
月
十
五
日
現
在
で
摺
裂、

縦
長
期
間
は
十
-
月
五
日
か

弘
十
五
日
間
、
名
簿
の
確
定

は
十
二
月
ニ
&
目
、
九
月
中

に
係
一民
が
部
落
、
町
内
に
出

向
い
て
実
史
民
涯
を
す
る
。

三
、
持
政
箱
訟
に
つ
い
て

今
金
地
区
行
政
担
談
員
は
清

水
正
程
氏
(
今
金
)
で
.
盟

や
地
方
公
"一
英
国
惇
の
行
う
行

政
事
務
白
改
善
や
苦
情
が
あ

っ
た
場
合
申
出
さ
れ
た
い
。

前
年
は
二
十
六
件
で
多
い
方

と
は
云
え
な
い
白
で
有
効
に

こ
の
制
度
を
刺
用
さ
れ
た
い

回
、
国
保
税
納
期
変
更
に
つ
い

公
取
者
の
滞
納

一
掃
や
交
通
対
策
等

ー

部

落
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• 
町

内

会

長

会

議

て従
来
国
保
読
め
-e羽
白
納
期

は
八
月
で
あ
る
が
層
保
裂

の
税
車
変
更
が
議
'
宝
で
承
寵

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
今
年
に

限
り
九
月
に
納
踊
を
変
更
す

る
.

玉
、
市
街
簡
易
本
道
に
つ
い
て

三
十
八
、
九
年
の

τ年
で
今

金
市
街
の
簡
易
水
道
を
整
備

す
る
。

水
源
地
は
光
台
で
市

街
控
ま
で
七
.
五
九
粁
の
導

ポ
曹
を
使
用
総
額
三
手
八
百

八
十
八
万
円
を
要
す
る
、
も
の

で
す
。

家
庭
白
水
道
料
金
は

軍
旅
五
人
と
し
て
月
に
十
屯

使
用
寸
る
と
せ
ば
三
百
円
の

見
込
み
で
す。

こ
れ
で
伝
民

病
の
予
防
や
防
火
用
水
白
整

備
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
治
山

治
水
事
業
実
施
冊
一
附
干
農
村

電
化
促
進
に
つ
い
て
報
告
あ

り
、
各
会
長
巴
町
訟
に
F屯す

る
要
望
事
項
を
き
き
ま
し
た

要

望

事

項

て

公
正
者
自
祷
納
に
つ
い
て

、司C

で

要

望

1

は
厳
重
に
納
入
督
促
す
る
ζ

と
を
会
蛋
白
決
議
事
項
と
し

て
町
に
要
望
す
る
.

二
、
連
合
会
長
に
報
酬
を
支
給

す
る
こ
と
。

三
、
末
広
橋
附
近
白
子
供
を
道

路
で
遊
ば
せ
な
い
こ
と
.
出

荷
蒔
拐
を
控
え
て
非
常
に
危

険
で
あ
る
。

四
、
会
長
売
の
文
書
は
左
寄
き

右
書
一一
ぎ
と
種
々
で
保
管
に
図

る
の
で
一
統
一
さ
れ
た
い
。

五
、
東
町
、
自
由
出
町
の
側
蒋

が
低
い
.
道
路
白
土
砂
を
取
り

去
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

六
、
音
犬
畳
録
申
越
む
た
め
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
廼
さ
な
い
で

ほ
し
い
。

七、

高
校
!
島
田
昼
間
白
道
路

開
通
を
促
進
さ
れ
た
い
。

λ
、
土
地
と
地
一
回
が
告
致
し
な

い
倍
所
が
あ
る
の
で
実
関
さ

れ
た
い
.

九
、
国
保
苅
院
外
来
患
者
の
持

A
ロ
室
か
ら
診
按
室
へ
の
呼
び

出
し
に
は
苗
字
だ
け
で
な
く

氏
名
ま
で
呼
ん
で
官民
い
た
い

十
、
美
利
河
鉱
山
別
れ
道
に
道

路
標
識
を
建
て
ら
れ
た
い
.

士、

自
動
車
が
自
転
車
と
行
会
、

交
今
場
合
は
必
ず
端
に
よ
る

』
F

」
-
」
・

十
弓
昭
和
町
中
通
り
の
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
の
ス

ピ
ー
ド
制
限

を
章
一挺
さ
れ
た
い。

豆
、
各
戸
に
揮
札
、
各
町
内
に

町
名
札
を
掲
げ
る
こ
と
.

+回
、
部
落
、
町
内
一
会
宛
白
回
ら

ん
文
書
は
二
枚

t
五
枚
位
同

封
さ
れ
た
い
。

芸
、
緑
町
全
住
前
道
路
欠
か
い

聞
記
引
を
早
急
復
旧
さ
れ
た
い

褒
側
白
倒
蒋
も
笹
備
の
こ
と

実
.
去
る
六
自
由
町
議
会
に
、

議
案
審
議
中
に
多
数
巴
議
員

が
退
場
し
た
ζ

と
は
町
瞳
会

の
あ
り
方
と
し
て
非
常
に
好

ま
し
く
な
い
。
今
桂
に
於
て

も
審
議
放
葉
す
る
場
合
は
町

政
の
た
め
に
も
よ
く
な
い
.

今
後
こ
白
よ
う
な
事
の
な
い

よ
う
本
会
と
し
て
要
望
す
る

芸
、
金
原
川
河
川
改
笹
の
た
め

自
動
車
交
通
量
増
大
に
よ
る

破
婦
が
多
い
の
で
、
構
笹
ト

ラ

Y
ク
白
配
車
ー方一
癒
い
た
い

文
、
部
落
、
町
内
会
長
の
町
勢

実
地
謁
去
を
実
施
さ
れ
た
い

丈
、
全
町
の
連
合
部
落
、
町
内

会
長
を
退
任
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
e

号、

部
落
、
町
内
会
長
会
議
官

植
威
あ
る
も
の
に
し
て
貰
い

t
ぃ

。

以

上

噌

日

I
J
U品

吋

Z
u
-
-JF

自
軒
隊
北
部
方
面
隊
E

、
衛
生
隊
-
七

O
人
へ
=

含
地
総
長
部
繋
診
療
「

白

t
品
。

一

二
回
目

桧
山
支
庁
軒
殖
銀
経
一

桧

山

支

序

地

方

部

長

営

係

-
官
、
存
権
技

一

税

務

際

長

、

薪

任

袋

町

、

開

拓

パ

イ

ロ
ツ
一

拶
の
た
め
白

ト

事

務

相

告

せ

-

函
館
開
発
建
設
部
長
二
五
日

全
耕
地
摂
建
世
保
万
一

道
路
線
長
、
今
金

l

木
、
村
招
提
厨
.
E
一

丹
羽
間
道
路
改

良

工

進

鴎

拓

地

水

道

工

事

一

事
打
合
せ
の
た
め
.

打

合

せ

。

=

属
品
田
財
務
部
長
、
自

二
六
回

全
戸
田
、
浜
野
、
村
2

指
隊
第
二
十
λ
普

通

指

技

師

全

件

=

科
連
隊
長
、
管
内
視

二
七
日

桧
山
支
庁
産
業
銀
血
中

察

む

た

め

。

章

改

良

係

飯

沼

技

師

=

桧
山
支
庁
赤
石
技
師

鹿
村
青
年
施
設
定
発
宇

土

地

改

良

事

前

剖

足

打

合
せ

止

桧
山
支
庁
寺
苓
主
事

三
O
日

恩
蓮
町
議
九
人
.
優

主

一

災
害
予
防
事
務
指

導

良

町

村

得

申告
の
た
め
一

目

九

日
八
日日日

農
業
委
員
氏
名

O
農
業
委
員
公
選
委
員

務

殴

敬

二

伊

蕗

文

吉

山

思

春

吉

中

島

竹

布

団

中

春

吉

笹

森

霞

雄

河

田

養

孝

村

上

奏

三

雄

天

沼

注

森

川

久

1
郎

O
酸
協
組
推
せ
ん
垂
且

農
協
極

村

本

光

関
協
組

小

野

明

共

済

組

合

窓

口

昌

己

O
牢
議
経
験
者
中
よ
り
還
任

伊

一

臨

終

盤

田

中

平

代

吉

侮

村

松

次

郎

委
員
数
は
合
計
十
六
人
で
す
.

次
い
で、

会
長
、
会
長
代
理

を
選
任
の
結
畏

会

長

伊

藤

絹

袈

企

代

翠

原

口

昌

己

と
決
定
、
今
桂
三
車
聞
の
今
金

町
風
政
を
担
当
す
る
己
と
に
な

り
ま
す
a

夫


